
眼科用レーザ光凝固装置

IRIDEX PASCAL



実 証 さ れ た 臨 床 的 汎 用 性
パターンスキャンレーザ技術のゴールドスタンダードは
次世代のレベルへと進化しました。

PASCAL® レーザ システムの第 5 世代が組織障害の少ない眼科レーザ治療である MircoPulse® を搭載

し、Iridex PASCAL® レーザ システムとして効率性と利便性を兼ね備え誕生しました。そのスピードと使い

やすさから多くの先生が選択している PASCAL® レーザ システム ( オリジナルのパターンスキャンニングレーザ ) 

は、　スタンフォード大学のフォトニクス専門家と共同で開発され、シングルスポットまたは、照射パターン

を選択し治療することで、網膜疾患および、緑内障疾患の治療に貢献します。



THE P IONEER OF PAT TERN SCANING LASER 

P A S C A L  M E T H O D

マルチファイバービームデリバリーシステム

ビームデリバリーのプロファイルイメージ
均一なエネルギー分布

ビームデリバリーのプロファイルイメージ
中心部のパワーが強いエネルギー分布

ズーム光学系 ビームデリバリーシステム

*1　Sina Elahi, Harsha L. Rao, et al. Outcomes of pattern scanning laser trabeculoplasty and selective laser trabeculoplasty_Results
　　from Lausanne laser trabeculoplasty registry.  Acta Ophthalmol. 2021: 99: e154–e159
*2　掲載しているイメージ図は、全て模式図です。
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従来のレーザー照射とは異なり、PASCAL の短い照射時間により、
迅速な治療が可能になります。*1

Precision Spot
PASCAL はスポットサイズごとに複数の独立したファイバーを用いたマルチファイバー ビームデリバリーシステムを
採用しています。この独自のシステムの最大の特徴は、ズーム光学系のビームデリバリーに対し、深い焦点深度を有して
いる点です。これによりレンズ収差で生じるエネルギーのムラが軽減され、均一性の高い光凝固を可能にしています。

スポットサイズごとに独立したファイバー
50μm、100μm、200μm、300μm とスポットサイズに応じて
独立したファイバーを搭載しています。

50μm

100μm 300μm

200μm

短時間 (10ms) 高出力なレーザ照射 100ms のレーザ照射



IRIDEX PASCAL 専用のスリットランプ
SL-PA05

レーザ治療を考慮した光学設計
スリット照明と照準ビームの同軸性改良により、周辺網膜の
視認性を保ちます。

LED 光源を搭載
従来のハロゲン光源の色味に近く、ムラの少ない均一な照明が
行え、照準 ( エーミング ) 光の視認性が向上しました。
また、長寿命な LED 光源は、ランプ交換・電球管理などの
煩雑な手間を低減します。

レーザ治療のためのステレオアングル
ステレオアングル 8 度を採用しています。

スムーズなレーザ治療をサポート
パワーノブとマイクロマニピュレーターを有し、
レーザパワー調整と照射位置の微調整が可能です。

位置調整が容易な固視標
フレキシブルタイプの固視標により、
固視標の位置を容易に調整可能です。

レーザー出力調整ノブ
レーザー出力を迅速かつ、的確に調整できます。



Now with MicroPulse® Technology

What is MicroPulse Technology?

MicroPulse Application
網膜疾患に対する Fovea-Friendly™ MicroPulse レーザー療法

緑内障治療のための繰り返し可能なマイクロパルスレーザー
線維柱帯形成術（MLT）

参考論文として Micropulse laser trabeculoplasty (MLT) については
Selective Laser Trabeculoplasty（SLT）との比較論文があります。*3

CW-Pulse™ (Continuous-Wave) モード
CW レーザーは、照射時間が短くてもレーザーエネルギー
を一定に供給します。これにより、温度上昇と凝固が起こり、
臨床の多くの用途で使用されています。

MicroPulse モード *4

MicroPulse テクノロジーは、連続波 (CW) ビームを反復的な
短いパルスに刻むことで熱上昇を細かく制御し、パルス間で
組織を冷却して且つ、周辺組織への温度による熱拡散も抑制
されることが知られています。

Pre-treatment: CRT4 58 m  |  VA 20/40

17 mos post 1
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MicroPulse, 4 mos post 4
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MicroPulse:
CRT 206m , no macular edema  |  VA 20/20-2
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*3　Mauricio Turati, Felix Gil-Carrasco, Adolfo Morales, Hugo Quiroz-Mercado, Dan Anderson, George Marcellino, Georg Schuele, Daniel Palanker.
　　“Patterned Laser Trabeculoplasty.” Ophthalmic Surg Lasers Imaging 2010;41: 538-545.
*4　MicroPulse は、別売付属品 ( オプション ) です。



Endpoint Management 機能 :
パターンスキャンによる低侵襲な閾値下光凝固

エンドポイントマネジメント (EpM)*5 は、独自のアルゴリズムを使用してレーザー出力とパルス持続時間を
制御し、可視レベル以下のレベルでレーザーの治療効果を最適化するパターン閾値下網膜光凝固です。

Endpoint Management 機能のメカニズム
レーザー出力と組織の相互作用に関する広範なデータ
と組み合わせたアルレニウス積分は、エンドポイント
マネジメントのアルゴリズムを定義します。このア
ルゴリズムにより、レーザーのパワーと持続時間を
同時に調整し、非線形プロセスに対して線形制御を
提供することで、網膜の熱による変化が制御されます。

LANDMARK 機能
ランドマーク機能は、治療後に治療箇所が判りにくい
領域をトラッキングし、治療プロセスをサポートする
便利なツールです。

かんたん操作
コントロールパネルに表示に表示される黄色のドット
が、エンドポイントマネジメントによって設定した
エネルギー量で照射されるレーザースポットを示し、
LANDMARK 機 能 が ア ク テ ィ ブ な 場 合、 赤 色 の
ドットは滴定エネルギー量 (100% レベル ) で照射
されるレーザースポットを示し、治療領域を囲む

「ランドマーク」参照ポイントを表します。

Endpoint Management

EpM OFF EpM ON / 
Landmark OFF

EpM ON / 
Landmark ON



パターンスキャニングレーザー線維柱帯形成術（PSLT）*6 は、繊維柱帯の有色素細胞のみを選択的に傷害し眼
圧を下げるレーザー治療です。線維柱帯に一連のパターンを使用して、迅速かつ的確に外傷を抑える治療です。

Pattern Scanning Laser Trabeculoplasty(PSLT)
機能の特徴
• コンピューターガイドによる治療
• 閾値下でのレーザー照射による見えない治療痕
• 必要に応じて再治療が可能

参考論文として Pattern Scanning laser trabeculoplasty (PSLT) については
Selective Laser Trabeculoplasty（SLT）との比較論文があります。*7

かんたん操作
PSLT は、コンピューターガイドによる治療パターンが auto advance & rotation で移動するので、治療が簡便です。

MicroPulse、Endpoint Management および、PSLT は、IRIDEX PASCAL の別売付属品 ( オプション）です。
ご購入いただくことでアップグレードすることができます。

Pattern Scanning

Laser Trabeculoplasty(PSLT ™) 機能

*5　エンドポイントマネジメント (EpM) は、別売付属品 ( オプション ) です。
*6　PSLT は、別売付属品 ( オプション ) です。
*7　Sina Elahi, Harsha L.Rao, Archibald Paillard and Kaweh Mansouri: Outcomes of pattern scanning laser trabeculoplasty and selective laser trabeculoplasty: 
      Results from the Lausanne laser trabeculoplasty registry Acta Ophthalmol. 2021: 99: e154–e159



Iridex Pascal�  レーザーシステム

*1 パターンスキャン、Endpoint Management機能、PSLT機能は治療光波長577nmのときのみ有効です
*2 照射時間5msはトリプルアーク〔隅角光凝固用パターン〕のみ設定可能です
*3 トリプルアークには隅角光凝固用パターンを搭載するものもあります

治療光
タイプ
波長
出力

照射範囲
（スポットサイズ）と出力

照射時間（ms）

リピートモード

レーザークラス分類(IEC60825-1)

半励起半導体レーザ（OPSL）

０,30～ 2,000
設定間隔

30～150mW : 10mWごと
150～2000mW : 25mWごと

標準 : 10～1,000ms(パターンにより異なる）
MicroPulse(オプション) : 照射時間 0.05～1.0ms / 照射間隔  0.10 ~10ms

（デューティーサイクル初期設定値 5、10、15%）
PSLT(オプション) : 5～1,000ms

1、1.5、2、3、4、5、6、7、8Hz
（シングルスポットのみ）

クラス4

577nm

スポットサイズ(μm)
50

100
200
300

出力(mW)
30 ~ 1,000
30 ~ 1,500
30 ~ 2,000
30 ~ 1,500

照準光
形式
波長
出力
レーザクラス分類

赤色レーザダイオード
635nm

1mW未満
クラス2

その他
電源電圧、周波数
定格出力
寸法

交流100 - 240V　50/60Hz
600VA

幅915mm x 奥行457mm x 最大高さ 1,194mm（レーザコンソール最大高737mm)
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TEL.ʢ̌̏ ʣ̑ ̍̕ ̑ʵ̍̔ ̌̌
TEL.ʢ̌̏ ʣ̑ ̍̕ ̑ʵ̍̒ ̎̍
TEL.ʢ̌̏ ʣ̑ ̍̕ ̑ʵ̍̒ ̎̍
TEL.ʢ̌̍ ̍ʣ̑ ̎̌ ʔ̎̍ ̑̌
TEL.ʢ̌̎ ̎ʣ̓ ̎̎ ʔ̌̒ ̏̓
TEL.ʢ̌̏ ʣ̒ ̔̒ ̓ʔ̌̍ ̎̏
TEL.ʢ̌̏ ʣ̒ ̔̒ ̓ʔ̌̍ ̎̏
TEL.ʢ̌̐ ̑ʣ̕ ̐̕ ʔ̏̒ ̌̌
TEL.ʢ̌̑ ̎ʣ̕ ̏̐ ʔ̌̓ ̒̍
TEL.ʢ̌̒ ʣ̓ ̒̑ ̕ʵ̎̕ ̌̐
TEL.ʢ̌̔ ̎ʣ̎ ̐̕ ʔ̔̕ ̓̍
TEL.ʢ̌̔ ̕ʣ̕ ̒̕ ʔ̍̐ ̎̓
TEL.ʢ̌̕ ̎ʣ̐ ̔̏ ʔ̏̓ ̑̍

FAX.ʢ̌̏ʣ̑ ̍̑̕ʵ̍̔̌̑
FAX.ʢ̌̏ʣ̑ ̍̑̕ʵ̍̔̌̑

FAX.ʢ̌̍̍ʣ̑ ̎̌ʔ̎̍̑̍
FAX.ʢ̌̎̎ʣ̓ ̎̎ʔ̌̒̏̔
FAX.ʢ̌̏ʣ̒ ̔̒̓ʔ̌̍̎̐
FAX.ʢ̌̏ʣ̒ ̔̒̓ʔ̌̍̎̐
FAX.ʢ̌̐̑ʣ̕ ̐̕ʔ̏̒̌̐
FAX.ʢ̌̑̎ʣ̕ ̏̐ʔ̌̓̒̎
FAX.ʢ̌̒ʣ̓ ̒̑̕ʵ̎̌̒̕
FAX.ʢ̌̔̎ʣ̎ ̐̕ʔ̔̐̕̕
FAX.ʢ̌̔̕ʣ̕ ̒̕ʔ̍̐̎̔
FAX.ʢ̌̎̕ʣ̐ ̔̏ʔ̏̓̑̏
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